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半導体産業の再編、20年間で区切り 

 

 

90年代末に始まったわが国半導体産業の再編はトップ企業の東芝のメモリ事業分離で大きな節目を迎え

た。 

 

 

1.   東芝がメモリ事業を売却、これによってわが国半導体産業は欧米と同様に大手系列から独立、

専業企業が中心になる構造に移行する。 

  

2.   90年代末に始まったわが国半導体メーカーの統合、再編は、東芝のメモリ分離が一つの区切り

になる。再編は、これで終結か、それとも続行か、ともに可能性がある。 

  

3.  半導体産業の再編はすでに 20年におよび、多大なエネルギーを費やすとともに世界シェアを

はじめとして多くのものを失った。流れを変え、実りある今後が望まれる。  

 

 

2018. 
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SRLだより 

  

 

教訓活かせるかコネクテッド(SRLだより) 

 

日本の半導体産業が弱体化した要因の一つはソフトウェア、ネットワークへの対応。TV、VTR、初期のパソ

コンや携帯電話では強かったが、それは個別、単体として利用された時期。広く接続、あるいは多様なソフトを

使うネットワーク時代に入って規格や仕組みで海外に主導権が移り、関連した半導体でも対応が揺らいだ。 

｢日本の技術が危ない｣（ファイナン、フライ共書、94年日本経済新聞）など日本の危機を指摘する向きは少

なくなかったが、今に至るまで日本側の変化なし。同じことが今の自動車分野のコネクテッドでもみられる。もち

ろん勝負はこれからだが、日本は、技術力に欠け、世界規格を主導する実績、能力も欠ける。 

車では半導体の轍を踏まないでもらいたいが、希望もある。既に半導体での大失敗の経験があるし、車関連

ではトップに海外人材を充てる例もみられる。それから常識にとらわれない度肝を抜くような例えばスマホカー

など日系メーカーから登場するかもしれない。負けが当たり前ではなく、是非とも流れを変えたいものだ。 

（大竹 修） 

 

本誌の内容一覧、索引は、SRL（半導体総合研究所）ホームページをご利用ください。 
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